
編集後記

技術発表会も今回で 第 9 回目となりま した｡ 最初は昼休み に順番で 各人の 仕事の紹介を

行う こ とから始め ま した . 1 9 9 1 年 7 月 1 日発行の N O ,l の テ ク ニ カル レポ ー トが技術

交流会とな っ て い る のはその為で す｡ 当時は､ 冊子 を発行する為の予算も無か っ たの で 主

だ っ た何人かが輪転機で 印刷 し､ 図書館に い っ て なれない 手 つ きで製本 しま した｡ その時､

冊子の見栄えを良くする ため ､ 表紙用の 紙を当時の 庶務係長が 手配 して くれたの が今でも

記憶に有ります｡

技術部も発足 して 6 年 目に なります｡
｢ 現体制を変更しない ｣ こ とを前提に発足 しま し

たが ､ 実体は少 しず つ 出来つ つ あります ｡ その核にな っ て きたの が こ の 技術発表会で はな

い かと思 い ます｡ 第 8 回まで ､ 技術長と班長で 企画 ･ 運営して きま したが ､ 今回は各班か

ら研修委員を選んで技術部の研修委員会と して 技術発表会の企画 ･ 運営と技術報告集の編

集 を行 っ て きました o 発表内容も前回か らネ ッ トワ
ー ク等の 発表に見 られる ように ､ 技術

部の 活動として取り組んで い る内容も多く含まれ るよう にな っ て きま した ｡ 昨年 8 月に発

足 した 0 汀 の報告も入 っ て い ます ｡ 又 ､ 今回から他大学との 相互交流を行なう試み も始

めま した｡ こ れは､ 平成 1 0 年度に名工 大で開催され た機器分析技術研究会 の 懇親会で名

工 大技術部 の メ ン バ ー との 間で話題 にな っ た事が発端にな っ て い ます｡ 東海 ･ 北陸地区国

立学校等教室系技術職員合同研修や全国 レ ベ ル の 技術研究会等､ 技術職員の 交流する場は

以前より豊富にな っ て きて い ます｡ い ずれ に して も､ 工 学部技術発表会はそれ らの基礎と

な るもので す｡

最後に､ 特別講演を快く引き受けて くださ っ た小林英雄教授､ 名工大からきて い ただい

た藤井末男技術専門官､ 他学部も含め発表 して い ただい た技術職員 の 方々 に紙面をお借り

して ､ 深くお礼申し上げます｡
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